
 

 

 

 

 

 

 

今年は観光振興・交通対策特別委員会に所属しましたが、10 月の委員会で『国際戦略』に対して次のよう

な意見を述べました。 

「コロナ禍が続く中でインバウンドが再開する時にスタートダッシュをかけるという意味でも今しっかり課

題を検証し、見えてくる課題と目標をしっかり見極めて取り組んでいかねばと思っているが、各部局共通で、

もう少し全体を俯瞰する中での戦略、取り組みというものを、工程表を作ってやっていかないと非常にもっ

たいないし、そうでないと他都市には勝てないと思う。」 

 その時には明確な回答はありませんでしたが、去る 15日に開催された委員会では「加工品・陶磁器輸出戦

略強化事業」「水産物輸出倍増事業」「農産物輸出促進事業」「外国人材受け入れ（産業全般）」「同（介護）」

「同（水産）」「同（農業）」「インバウンド・国際航空路線・クルーズに関する事業」「国際交流（ベトナム）

に関する今後の事業」について工程表が示されました（例えば以下のように）。さすが県職！コロナ禍のなか

で力を蓄えることが今後の長崎の浮沈の如何に繋がります。全力でサポートします。 
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■インバウンド・国際航空路線・クルーズに関する今後の事業計画（案） 

追 伸 

今般、県議に感染者が発生したことで皆様に大変ご心配をおかけしました。議長からも改めて感染拡大防止

のための申し合わせ事項の通達（①会食する際の注意、大人数を避け二次会は自粛） ②年末年始の訪問活動の

自粛 ③イベント・会合参加の際は密を避け短時間の参加に努める等）がなされました。 

一方で飲食他サービス業の落ち込みが心配されるなか、私自身は「正しく行動することを意識した活動」をさ

らに心がけていきます。皆様もご注意のうえお過ごしくださいませ。 

 

◎コロナ禍に力を蓄える      
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信じる、長崎力。 

長崎県議会議員 前田哲也 通信<FAX／メール PDF> 

  

海外クルーズの誘致（セールス・ファムツアー） 

海外クルーズの受け入れ再開 

 

広域周遊対策 

安定運航のための航空会社、旅行会社への支援 

航空会社、旅行会社、現地メディアと連携したプロモーション 

現地を訪問しての航空会社との協議、新規就航に向けた誘致活動 

国際定期航空路線の運航再開 


